














2.目的 

 これまでの疫学調査の結果,川崎病は 2～4年おきに大規模な流行をおこしている。わが

国では昭和 54 年および 57 年の春から夏にかけて全国的な流行を経験している。特に 57

年の流行は,前回の流行を遙かにしのぐもので,社会的にも大きな不安をもたらした。韓国,

ハワイ,ロスアンゼルスなどでも同じ様な間隔で流行を繰り返している。 

 川崎病研究班は新たな流行がおきたとき,研究班および関係機関が迅速に対応するため

に,できるだけ早く流行を察知する必要があると考え.昭和59年1月より全国の主要施設の

参加を得て,川崎病サーベイランス事業を実施してきた。 

 サーベイランス事業開始以来すでに3年間経過し,昭和61年12月までの成績がまとまっ

たので,その概要を示す。 


